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ご協力ありがとうございます

▲

江口光株式会社 様

▲

シンコー株式会社 様

▲

中西電機工業株式会社 様

▲

日本パッキング株式会社 様

▲

藤吉工業株式会社 様

日本赤十字社愛知県支部へ活動資金として多額のご寄付をいただいた法人様

赤十字事業は、皆さまからの活動資金のご協力によって支えられています。

活動資金

Information
インフォメーション

郵便振替口座／00860-1-732 日本赤十字社愛知県支部
郵便局備え付けの振込取扱票でお手続きください。

▲

株式会社名古屋銀行 様

▲

株式会社ナブエヤー 様

▲

株式会社平岩鉄工所 様

▲

株式会社山忠 様

ハートラちゃん　
クリアファイル
ハートラちゃんの
クリアファイルを抽選で
プレゼント

5
名様

日本赤十字豊田看護大学　入試情報

　日本赤十字豊田看護大学は、日本赤十字社愛知支部病院救護看
護婦養成所として発足し80余年の歴史を持つ中部圏唯一の赤十字
の看護大学であり、全国で卒業生が活躍しています。医療・保健
から災害救護・国際活動まであらゆる現場で活躍できる看護師を
目指し、災害看護や国際交流、実習に力を入れ、実践力をしっか
りと身につけることができます。
　一般入試の出願は1月6日から！個別学力試験のない共通テスト
利用選抜を含め本学は1月から3月まで試験があり、進学先を早く
決めたい方も最後まで頑張りたい方もどちらも応援します！赤十
字の仲間になり、本学で看護師を目指しませんか。

赤十字の理念のもと、一緒に看護師を目指そう

謹
ん
で
新
春
の

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

活動やイベント
を報告します

トピックス

平
素
か
ら
赤
十
字
事
業
の
推
進
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
高
配
を

賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
令
和
６
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
で
は
、

医
療
救
護
班
の
派
遣
や
救
援
物
資
の
配
布
な
ど
、
全
社
を
あ
げ
て

支
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
当
支
部
に
お
き
ま
し
て
も
発
災
当
日

か
ら
活
動
を
開
始
し
、
現
地
へ
の
職
員
派
遣
や
救
護
班
の
派
遣
、

救
援
物
資
の
運
搬
な
ど
支
援
を
行
う
ほ
か
、
そ
の
後
も
愛
知
県
内

の
赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
す
る
な
ど
、被
災
地
に
寄
り
添
っ

た
支
援
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
平
時
の
活
動
と
し
て
、
災
害
発
生
時
に
迅
速
な
対
応
が

で
き
る
よ
う
様
々
な
想
定
の
訓
練
・
研
修
を
実
施
す
る
ほ
か
、
救

急
法
等
の
講
習
普
及
、
青
少
年
赤
十
字
、
赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
育
成
な
ど
、
地
域
の
方
々
の
い
の
ち
と
健
康
、
尊
厳
を
守
る
活

動
の
充
実
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
社
会
ニ
ー
ズ
が
一
層
、
多
様
化
・
複
雑
化
し
、
貧
困

問
題
や
孤
独
・
孤
立
問
題
な
ど
様
々
な
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
る

中
、
地
域
社
会
に
必
要
と
さ
れ
る
赤
十
字
事
業
の
推
進
を
よ
り
一

層
図
っ
て
い
く
た
め
に
、
子
ど
も
・
子
育
て
世
代
の
支
援
、
高
齢

者
健
康
生
活
支
援
、
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
事
業
の

推
進
、
災
害
時
の
被
災
者
支
援
と
い
う
４
つ
の
重
点
分
野
を
中
心

に
、
新
た
に
社
会
課
題
に
応
じ
た
活
動
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

本
年
も
地
域
の
課
題
解
決
に
資
す
る
赤
十
字
事
業
の
新
た
な
展

開
に
向
け
て
取
り
組
み
、
県
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
期
待
に
応
え
る

べ
く
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
引
き
続
き
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社

愛
知
県
支
部

支
部
長

日本赤十字社愛知医療センター
名古屋第二病院（八事日赤）　　　
院長 佐藤 公治
（整形外科・脊椎脊髄外科専門医）

日 時

場 所

定 員

令和7年2月27日（木）
10時～11時半
日進市民会館小ホール

先着150名（申込不要）

講 師

TOPICS REPORT NEWS CAMPAIGN

卒業献血キャンペーン

　日進市と日本赤十字社愛知県支部は令和5年4月に「地域の支え合い
を通じた高齢者健康生活支援モデル事業連携協定」を締結し、これま
で協働で様々な取り組みを実施してきました。
　今回はその取り組みの一環として、介護予防講演会を実施します。
　皆様のご来場お待ちしております！ 

未来を紡ぐあなたの献血
介護予防講演会
 「転倒骨折予防と健康寿命の延伸
～骨折しても介護に頼らない体づくり～」 　愛知県赤十字血液センターでは、この春に高校・短大・専門学校・

大学を卒業される学生の方を対象に「卒業献血キャンペーン」を実施
しています。県内9カ所の献血ルームまたは献血バスで献血の受付をさ
れたラブラッド会員の方（当日、会員
に登録された方も対象）に「モバイル
バッテリー」をプレゼント！（学生証
をご提示ください）。期間は令和7年3
月31日（月）まで。（記念品が無くな
り次第終了）将来にわたって輸血用血
液を必要とする患者さんの命を守るた
めには、若い方々の
献血へのご協力が必
要です。この機会に
ぜひ、献血会場へお
越しください。

▲

入
試
情
報
は

こ
ち
ら

地域に根差した取り組みに向けて ～市町村との連携～

当支部では、「子ども・子育て世代の支援」、「高齢者健康生活支援」、「多文化共生社会の実現に向けた事業の推進」、「災
害時の被災者支援」を重点分野として事業の推進を図っています。
社会ニーズの変化や地域の期待に沿った新たな事業を創出するため、令和5年度からこれまで日進市や知多市と連携協定

を締結し、それぞれの地域に根差した事業を実施してきましたが、今回新たに西尾市、蒲郡市、美浜町と連携協定を締結
いたしました。
今後も市町村と連携した取り組みを拡充

させ、企業・団体とも一層連携を強化する
ことで事業の充実を図り、地域に根差した
取り組みを推進してまいります。

令和6年12月12日（木）「令和6年愛知県赤十字大会」を日本赤十字社名誉副総裁高円宮妃久子殿下ご臨席のもと愛知
県芸術劇場大ホールで開催しました。
式典には、活動資金の協力やボランティア活動など赤
十字活動を支えてくださっている約1100名にご参加い
ただき、有功章の御授与や感謝状の贈呈が行われました。
体験発表は、今年の夏にモンゴル赤十字社との国際
交流に参加した愛知県立松蔭高等学校2年生の水谷有
希さんが行いました。現地での貴重な体験や今回の経験
から学んだことに交流会で深めたモンゴル・日本人メン
バーとの思い出を交え、写真とともに振り返りながらの心
温まる発表でした。

令和6年愛知県赤十字大会を開催
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第42回　NHK海外たすけあい

赤十字の講習普及を支える
奉仕団活動

モスクで救急法短期講習を実施！
～身近な人の命を救うために～

愛
知
県
支
部
が
行
う

地
域
の
た
め
の

防
災
・
減
災
訓
練

今回、避難者・傷病者役で訓練に参加した日本
赤十字豊田看護大学4年生の亀谷さんと齊藤さん
は「被災した方の目線で訓練に参加し、それぞれ
の職種の役割と連携することの大切さを考える
時間となった。」「様々な事情を抱えた避難者がい
る中で、その人が求めていることは何か考えるこ
とが支援につながると感じた。」「人に寄り添う力
は、日頃から相手を思いやる気持ちを持つことの
積み重ねだと実感した。」と、将来看護師となった
自分自身の姿を思い描きながら、訓練に臨んでく
れました。

訓練に参加した日本赤十字豊田看護大学の学生の声

亀谷 愛さん 齊藤 彩加さん

令和6年1月1日能登半島地震

愛知県支部職員を派遣

医療救護班の派遣

石川県支部災害対策本部での活動 赤十字ボランティアの活動

令和６年９月能登半島豪雨災害

災害医療コーディネートチームの派遣避難所での巡回診療臨時救護所の立ち上げ

令
和
6
年
1
月
に
起
き
た
地
震
や
9
月
の
大
雨

に
よ
る
災
害
が
石
川
県
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
、
多
く
の
人
々
が
日
常
を
奪
わ
れ
ま
し

た
。
愛
知
県
支
部
で
も
発
災
直
後
か
ら
救
護
班
の

派
遣
や
救
援
物
資
の
配
布
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
な
ど

被
災
地
支
援
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
か
ら
ま
も
な
く
1
年

が
経
と
う
と
す
る
12
月
14
日
、
愛
知
県
の
赤
十
字

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
石
川
県
の
志
賀
町
児
童
館
を
訪

問
し
、
集
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
な
ど
を
対
象
に

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
よ
る
温
か
い
食
事
の
提
供
や
、

工
作
体
験
を
通
じ
た
支
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
派
遣
さ
れ
た
の
は
、
愛
知
県
赤
十
字
災
害

救
護
奉
仕
団
員
や
赤
十
字
ユ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
8
名
。
愛
知
県
赤
十
字
災
害
救
護
奉
仕
団
と
地

元
の
石
川
県
か
ほ
く
市
赤
十
字
奉
仕
団
が
協
力
し

て
、
愛
知
県
支
部
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
活
用
し
な

が
ら
温
か
い
„
卵
と
じ
う
ど
ん
“
や
„
炊
き
込
み

ご
飯
の
お
に
ぎ
り
“
、
ま
た
地
元
で
獲
れ
た
サ
ツ

マ
イ
モ
を
使
っ
た
„
蒸
し
パ
ン
“
を
提
供
し
ま
し

た
。
こ
の
日
は
雪
が
ち
ら
つ
く
寒
空
で
し
た
が
、

温
か
い
食
事
の
提
供
に
多
く
の
笑
顔
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

ま
た
児
童
館
の
中
で
は
、
ユ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
プ
ラ
板
、
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
づ
く
り
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
の

派
遣
が
決
ま
っ
た
段
階
か
ら
、
ユ
ー
ス
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
同
士
で
何
度
も
話
し
合
い
を
行
い
、
現
地

の
子
ど
も
た
ち
が
喜
ん
で
く
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

考
え
、
準
備
を
し
て
き
ま
し
た
。
朝
か
ら
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
参
加
し
て
く
れ
て
、
ユ
ー

ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
安
堵
の
表
情
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
最
後
に
は
、
プ
ラ
板
で
作
っ
た
飾
り
を
ク

リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
に
飾
っ
て
、
素
敵
な
ツ
リ
ー
が

完
成
し
ま
し
た
。

時
間
の
経
過
と
と
も
に
必
要
な
支
援
も
変
化
し

て
い
き
ま
す
。
被
災
地
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
、

今
後
も
私
た
ち
は
続
け
て
い
き
ま
す
。

奉仕団リーダー交流研修会

11月11日（月）～12日（火）、福井県にて奉仕団リーダー
交流研修会を開催しました。
参加者相互の情報交換や他県支部との交流をとおして、
奉仕団活動の活性化や奉仕団同士の連携につなげること
を目的とした研修です。人道の港・敦賀ムゼウムをはじめ福
井県内の赤十字ゆかりの地を見学し、研修２日目には福井
県支部赤十字奉仕団の方々と意見交換会を行いました。愛
知県内の奉仕団員同士の交流
を深め、福井県支部の奉仕団
活動に刺激を受け、今後の新
たな奉仕団活動につながる有
意義な研修会となりました。

赤十字講習指導員として認定を受けたボランティアで組
織される愛知県赤十字安全奉仕団は、日頃の講習指導の
活動に加え、講習に使用している資材の整備や修理を定期
的に行っています。赤十字講習会は、AEDトレーナー機や
三角巾など多くの資材を用
いて実施しています。資材
整備は、皆さんが安心・安
全・清潔に講習を受講する
ために欠かすことのできな
い、講習普及と同じ大切な
活動となっています。

NHKと日本赤十字社は毎年12月に「NHK海外たすけ
あい」として、世界で苦しんでいる人々を支援するための寄
付金を募集しています。
今回もNHK名古屋放送局や愛知県支部で寄付金の受
付を実施し、その他にも県内各地で赤十字奉仕団による街
頭募金を行い、多くの方にご協力をいただきました。
皆様からお寄せいただいた寄付金は、海外の紛争や災
害、飢餓、病気などにより苦し
んでいる人々を支援する赤十
字の活動に役立てられます。
ご協力いただいた皆様、誠
にありがとうございました。

NHKと日本赤十字社は毎年12月に「NHK海外たすけ
あい」として、世界で苦しんでいる人々を支援するための寄
付金を募集しています。
今回もNHK名古屋放送局や愛知県支部で寄付金の受
付を実施し、その他にも県内各地で赤十字奉仕団による街
頭募金を行い、多くの方にご協力をいただきました。
皆様からお寄せいただいた寄付金は、海外の紛争や災
害、飢餓、病気などにより苦し
んでいる人々を支援する赤十
字の活動に役立てられます。
ご協力いただいた皆様、誠
にありがとうございました。

イスラームの礼拝施設、飛島モスク。
11月、蟹江警察署から依頼をいただき、モスクに集まっ

たスリランカやパキスタンの方々を対象に「やさしい日本
語」による救急法短期講習を実施しました。災害の多い日本
で暮らすことに不安を感じている方が多く、真剣な表情で
講習を受けられている姿がとても印象的でした。誰もが安
心して生活できる多文
化共生社会の実現に
向けて、日本赤十字社
愛知県支部は関係機
関と連携した取り組み
を続けていきます。

日
本
赤
十
字
社
愛
知
県
支
部
で
は
、
地
域
住
民

の
自
助
力
・
共
助
力
の
向
上
、
市
町
村
が
推
進
す

る
防
災
・
減
災
の
取
り
組
み
の
支
援
を
目
的
と
し

て
、
県
内
の
市
町
村
と
協
働
で
「
地
域
の
た
め
の

防
災
・
減
災
訓
練
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

令
和
6
年
度
は
豊
田
市
と
協
働
で
、
市
内
の
医

療
機
関
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
や
日
赤
の
医

療
チ
ー
ム
に
よ
る
医
療
救
護
実
働
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。訓
練
当
日
10
月
27
日（
日
）、会
場
と
な
っ

た
日
本
赤
十
字
豊
田
看
護
大
学
へ
は
、
豊
田
市
、

関
係
機
関
、
避
難
者
・
傷
病
者
役
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
、
約
180
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

平
時
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
医
療
に
従
事
し
て

い
る
メ
ン
バ
ー
が
、
有
事
に
は
地
域
を
支
え
る
た

め
に
職
種
や
施
設
を
超
え
て
連
携
し
ま
す
。
そ
の

連
携
を
深
め
る
こ
と
が
、
一
人
で
も
多
く
の
人
を

救
う
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
を
、
私
た
ち
は
過
去

の
災
害
か
ら
学
ん
で
い
ま
す
。


